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公衆衛生入門の授業は全 8 回であり、前半 6 回
で公衆衛生の基礎知識を学ぶための講義を行い、



































を鑑み、2008 年には学内喫煙所を 11 箇所に制限
すると共に、2009 年には大学構内全面禁煙に向け
て検討委員会を設置し、全学協議会で検討を重ね
た。その結果、2010 年 1 月 1 日から、約 3 年間の
移行期間を設け、2013 年 4 月 1 日より大学構内の




































































































1 年目の公衆衛生入門の授業は、2014 年 9 月 18
日～ 11 月 6 日まで週に１回、計 8 回、実施された。
そのうち、演習は第 7 回と第 8 回の計 2 回実施さ
れた。1 年目の演習の内容を表 2 に示す。
1 年目の演習の目標は、「A 大学の禁煙に関する
既存調査および事前課題で調べた禁煙に関する調





て、1. 平成 24 年度の性別の喫煙率（男女の平均）、

































演習にあたっては、5 － 6 人を 1 グループとし、
そのグループに特定集団を割りあて、その特定集
団に応じた調査計画を立案することとした。こ












































































8)1)～7)で決定した内容を、【公衆衛生入門 演習 「A大学における禁煙プロジェクト 今 
私たちにできること」報告書】に記載する。 
9)報告書に基づき、報告会を実施し、質疑応答することで、学びを深める。 














1 年目の公衆衛生入門の全 8 回の授業終了後









































2．1 年目の取り組みの様子（写真 1、写真 2）
事前課題の提出率は、第 1 回目 90％、第 2 回
目 96％、第 3 回目 95％、第 5 回目 93％、第 6 回
目 90％と高い水準で推移し、演習開始前の準備は、
ほとんどの学生で整えられて開始できた。
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